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-

= 去 ( ヨこ

ど う な 一書S 力 ヽ - 5 月 1 8 日 の 施行 日 を前 に
-

∈; 良 案法を 変 え る た め に 必要 な手続 き 『国 民投票法』 の 施行 日が5 月 1 8 日

に 追 っ て い ます ｡ しか し ､ こ の投票 法に 定め てある 衆参 両 院の憲 法審査 会

は 未だで き て い ませ ん ｡ ま た , 国民 投票 法 の 実施 にあ た り具 体化 する た め

の 法律も 整 っ て い ませ ん ｡

私た ち と して は要 ら な い と思う この 国民投票法を廃止す る に は ､ どう し

て い っ た ら よ い か を 法 律に 詳 しい 小野寺弁護 士の お話 を お 聞 きし , 今後の

憲法 を守 る運 動 の
一

助 と して い きた い と思 い ます ｡

お の で ら よ し か た

講 巨市 :
I

_J ､ 野 寺 義 象 氏

と き : 2 0 1 0 年 5 月 8 日( 土) 午後 2 時 3 0 分
- 4 時 3 0 う}

と こ ろ : 仙台市 場ケ 丘市 民 セ ン タ
ー 舞 2 研修室 ( 3 階)

( 仙台市青葉区旭ヶ 丘 3
-

2 5 - 1 5 ℡ 0 2 2
- 2 7 1 - 4 7 2 9 )

地 下 鉄旭 ヶ 丘 軒下 車 ､ 部会 の 建物 内 ｡ 改札 口 を 出て 階段 を 上 ら な い

を 使 っ て 3 暗まで 上 が っ て く ださ い ｡ )

草料代 : 3 0 0 円

主 催 : 宮城女性九条 の 会( 仙台市青葉 区上杉 2
- 1 - 1 0 鵬 Y W C A 会篭内)

連絡先 二 丑 0 2 2 - 2 4 8
- 3 7 1 8 (

一

戸) または 2 7 1
- 8 0 8 7 ( 岡)
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番町法 律事務 所所属

これ まで に 関わ っ た 主 な裁判

岩手靖 国訴訟 細倉 じん 肺訴訟

自衛 障イ ラ ク 派遣仙台 違憲訴訟

トン ネル じん 肺訴 訟

自衛 時 の 国民 監 視差 し止 め訴訟

現 在

宮城憲法会議幹事 長 仙台 弁護士 会憲法改 正 問題対策本部要 員

宮城弁護士九条の 会会 員 片平九条の 芸代表
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｢ 九 条 の 会 フ ァ ヒ三
･

- } レ ｣ に 事官l 司 する 宮 城 女 性 の 会 とは

( 略 称 宮 城 女 ∫ 性 九 条 q ) 宣旨 )

自存隊が戦地イラク ヘ海運された の を乗積に ､

~

ア メリ カが世界中に進める戦争に日本が

参加する仕観みが作ら1t ようと して います｡ . それと共に 凱 l者だiナが隼き靖r) T一 弱い者 は

ふ り落と きれる社会が作r) だ書れつ つ あ り , 生 きる こ と一年希望の持てなくなi･串大人や若

者たちの自殺､ 犯罪Q) ニ ュ
ー

■
スが目立 つ につ け ､ 何 とか して戦争や差別のな い世東､ 犯罪

の少ない世 の中､ 筈が安心して暮らせ る世の中が作れな い か と廉 う人 々 も増えてい ます ｡

そんな廉 い に応え尊かの よう に200 4 年6 臥 日本を代表す る 9 人の有識者がr 九条の会｣

を立ち 上 玖 九条 に明記 されて い る F 戦争の 放棄j に 基づきr アジア を は じめ とする 諸国民
との友好と協力の国債を発展させ:

'
■

ア メリ カとの軍事同盟だけを嶺先する外賓を転換し ､

世界の歴史 の 涜れ に 自主 性を発揮 して 現実 的に係わ っ て いくこ とが求 め られて い ます ｡ 憲

法九条をもつ専だから こそ相手南を尊重した平和外交と ､ 経済 ､ 文化 ､

.

科学技術などの面

か ら の 協力がで き る の で す ｡ 主権者 とL I て の.改憲を 陣む た め ､

一

人 ひ と f) がで きる あら ゆ

る こ とを治め る こと を訴えますり と い っ Tt: 逸旨の7
･

F
.

-

ル をだ しました ｡

い ま , 全国各地 ､ 各分野 で ､ 呼びか け に こ たえ ｢ア ピ
ー

)レに賛同 す る｣ 運動 が広が っ て い

ます ｡ こ のア ピ
ー

ル に賛同 した私たち掠 ,
r日本車再び戦争をする国にしてはなら な い ｡

未来 の世 代に平和で 健 康な施療を残すた め に憲法九条を守[) つ づけ た い ｣ との茸 い 慶しt か

ら ､ 思想
･ 信条の違 い を超克て 大同団結する こ とが必要で ある と考え ､ 宮城の女性たち の

間で も ア ピ
ー ル を広げて い きた い と ､ こ の会 を 立ち上 げま した ｡

宮城女性九条の会 呼 び か け人
2 0 0 5 年 3 月

青柳優子( コ リ ア文庫) 浅野富美枝 (宮城学院女子大) 姉歯.けい 子( 声楽家) 天野清子

( 2 1 世紀をひ らくみ や ぎ女性 の 会) 和泉敬子(仙台 y W C A ) A
- 戸葉 子(婦人民主クラ ブ)

入 間 田範子( 宮城県生協連) 遠藤恵子 旗 北学院卒) 大松藤照 子( 新日本婦人 の 会) 岡

康子 仙 台 y W C A ) 長 田洋 子( 北燈社) 川端英子( のぞ み文庫) 菊池 映子(宮城県保育園

係 団体連絡会) 木村緋沙子( 宮城県原爆被爆者 の会) 木村 正 子 熊 谷洋子( ヴァ イ オリ

ニ ス ト) 小島妙子(弁護士) 小宮山嘉子( ダ マ ヤ ン) 近藤佳代子(宮城教育大) 斉藤

俊子( 宮城県歴史教育者協議会) 佐藤郁子(宮城働く女性の つ どい 実行委員会) 隼藤朱子(8
.

1 5 戦争 を阻止する母親行進) 佐藤光子(宮城県平和美術展実行委員会) 佐藤京子 ( 日本基

督教団仙塩 地区婦人会) 雫石 寿子( 宮城県母親連絡会) 庄子 泰子 (仙 台 y W C A ) 鈴木 ふ

み
.
( 婦人有権者同B a) 須藤道子(テ ロ に も戦争にもノ

ー

を の 会) 高津計以(『太平洋戦争 を生

きた少女た ち』編集者) 高橋克 子( 八 乙女クリ ニ ック) 高橋通 子( リア リズ ム 写真集団) 読

山節 子 ( 宮城県母親連絡会) 田野み よ ( 小児科医) 角 田洋子 (仙 台 Y W C A ) 出相和 子

( 弘前学院大学) 戸枝 慶 (仙台Y W C A ) 富岡富子 ( 退職女性教職員 の会
･ 宮城自萩 の会)

富永智津子 ( 宮城女子大学) 西洋晴代 ( 子 どもの 人権を守る宮城県連絡会) 西原典子 ( 秦

庭科 教育研究者連盟) 芳賀裕子 (みヰぎ生協) 樋 口 展子 ( 元東北福祉大学) 樋 口典子 (那

姓を考える会) 藤 田紀子 (弁護主 ･ 東北大) 村 口喜代 (村 口 き よ女性 クリ ニ ッ ク) 山形潔

千 ( 元尚網学院大学) 山本蒔 子 ( 宮城県女医会) 吉 田絹江 (終林舎美術教室) 渡部笹子 ( 仙

台北三番丁教会)




